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長
期
欠
勤
を
し
て
い
る
外
務
省
職
員
に
対
す
る
外
務
省
に
お
け
る
対
応
等
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
二
四
八
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

現
在
外
務
省
国
際
情
報
統
括
官
組
織
国
際
情
報
官
（
第
四
担
当
）
の
任
に
あ
る
加
賀
美
正
人
氏
に
つ
い
て
、
「
前
回
答
弁

書
」
で
は
「
御
指
摘
の
職
員
は
、
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
三
号
。

以
下
「
勤
務
時
間
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
い
て
適
正
に
休
暇
を
取
得
し
て
い
る
。
」
と
、
現
在
も
加
賀
美
氏
が
長
期
休
暇

を
取
得
中
で
あ
る
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
本
年
二
月
十
九
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内

閣
衆
質
一
六
九
第
七
七
号
）
で
は
、
昨
年
十
月
十
六
日
に
福
岡
県
立
八
女
高
等
学
校
に
お
い
て
、
ま
た
同
月
十
七
日
に
は
福

岡
県
大
牟
田
北
高
等
学
校
に
お
い
て
外
務
省
が
行
う
「
高
校
講
座
」
の
一
環
と
し
て
加
賀
美
氏
が
講
演
を
行
っ
た
旨
の
答
弁

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
長
期
休
暇
を
取
得
し
て
い
る
外
務
省
職
員
が
外
務
本
省
で
の
勤
務
は
し
な

い
一
方
で
、
外
務
省
に
よ
る
「
高
校
講
座
」
等
、
高
等
学
校
等
で
外
務
省
職
員
と
し
て
講
演
等
の
活
動
を
行
っ
た
と
い
う
事

例
は
こ
れ
ま
で
な
い
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
加
賀
美
氏
が
長
期
休
暇
を
取
得
し
た
の
は
、
右
の
「
高
校
講

座
」
の
一
環
と
し
て
講
演
を
行
っ
た
昨
年
十
月
十
六
日
と
十
七
日
以
降
で
あ
る
と
の
認
識
に
間
違
い
は
な
い
か
。
確
認
を
求

め
る
。

一



二

こ
れ
ま
で
の
答
弁
書
で
、
他
の
幹
部
職
員
等
に
加
賀
美
氏
が
行
う
べ
き
業
務
を
代
行
等
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
加
賀

美
氏
が
長
期
休
暇
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
で
国
際
情
報
統
括
官
組
織
に
お
け
る
業
務
に
支
障
は
来
し
て
い
な
い
と
の
答
弁
を

外
務
省
は
し
て
い
る
。
し
か
し
、
国
際
情
報
統
括
官
組
織
の
幹
部
職
員
の
一
人
で
あ
る
加
賀
美
氏
が
長
期
休
暇
に
よ
り
職
場

に
お
ら
ず
、
他
の
職
員
が
そ
の
業
務
を
代
行
等
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
加
賀
美
氏
の

長
期
休
暇
に
よ
り
同
組
織
に
所
属
す
る
他
の
職
員
へ
の
負
担
は
増
し
て
い
る
も
の
と
思
料
す
る
が
、
外
務
省
の
見
解
如
何
。

三

加
賀
美
氏
は
い
つ
頃
長
期
休
暇
を
終
え
、
職
務
に
復
帰
す
る
予
定
か
。

四

国
際
情
報
統
括
官
組
織
の
幹
部
職
員
の
一
人
で
あ
る
加
賀
美
氏
が
一
日
も
早
く
職
務
に
復
帰
す
る
こ
と
が
、
我
が
国
の
国

益
上
望
ま
し
い
と
思
料
す
る
が
、
外
務
省
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


